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STEM教育において，S・T・E・Mの各領域をどのように統合的に捉えるかについては，多

様な枠組みが示されている。近年注目されているイノベーション人材育成という点に鑑みると，

その中でも特に，エンジニアリングを基軸としたSTEM教育が期待されている。そこで，民間

教育機関や遊び場において，エンジニアリングを基軸としたSTEM教育を実践し，体系的に推

進することを試みた。各実践の概要，位置づけ，開発した教材について報告する。 
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1. はじめに 

日本では，これからの時代を担う人材として，実

世界の課題を解決し，新しい価値やサービスを創出

するイノベーション人材の育成が求められている

（第5期科学技術基本計画，2016）。そこで注目され

ているのが，STEM教育である。STEM教育におい

て，S・T・E・Mの各領域をどのように統合的に捉

えるかについては，多様な枠組みが示されているが

（Bybee, 2013），特定非営利活動法人東京学芸大こ

ども未来研究所（以下，こども未来研究所）は，近

年注目されているイノベーション人材育成の必要性

に鑑み，実世界での課題を解決する能力の育成を目

的とするSTEM教育プロジェクトを産学連携の取り

組みとして2013年に立ち上げた。こうした実世界で

の課題解決といった活動は，STEM教育の中では，

特にエンジニアリングの領域で取り扱われている

（Bybee, 2010）。そこで，まずは，エンジニアリン

グを基軸としたSTEM教育の枠組みを検討した。そ

して，その枠組みに基づき，様々な場面に応じた

STEM教育の教材を開発し，実践を体系的に推進し

ている。本プロジェクトでは「社会や実生活をテー

マとして扱い，その複合的な領域の中の問題を創造

的に解決できるようになること」を目指しており，

松原・高阪（2017）によって示されたSTEM教育の

統合の度合いの枠組みで捉えると，実世界での課題

を解決する能力が育成されると考えられている「統

合の度合いの高いアプローチ（Transdisciplinary）」

に位置づく。本稿では，このプロジェクトを概観し，

特に社会教育場面における実践について報告する。 

2. エンジニアリングを基軸とした

STEM 教育 

ITEEAによって，エンジニアリングを科学(S)，技

術(T)，数学(M)の3本の柱で支えるというSTEM教育

の捉え方が示されている（Starkweather, 2012）。こ

の考え方を参考にし，日本における各領域の捉え方

とその関係性を踏まえて，エンジニアリングを基軸

としたSTEM教育の捉え方（図1）を提案した（木村

ほか，2017）。軸となるエンジニアリングは「よりよ

い生活や社会になるよう，しくみをデザインし問題

を解決する」と定義し，「学んだ知識や技能を活用し，

新しいものやしくみ，価値を創り出すことができる

ようになること」を目指している。そこで，STEM  

 

図 1：エンジニアリングを基軸とした STEM 教育の

捉え方 1) 
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教育プロジェクトでは，探究的活動と創造的活動が

互いに支え合うことで，実社会の文脈に基づいた問

いによって問題を発見し，その問題を分析し，課題

を設定し，その課題を解決する創造的な活動（エン

ジニアリングの活動）を実践する学習を設計してい

る2)。 

3. STEM 教育プロジェクトの概要 

3.1. 産学連携の体制 

STEM教育プロジェクトは，教材の研究開発だけ

でなく，その事業開発までを想定したプロジェクト

であり，こども未来研究所と東京学芸大学と企業の

産学連携によって実施している。教育方法の研究開

発の要となる「学」と事業化の要となる「産」の両

者をつなぐ役割を果たすとして組織としてこども未

来研究所を位置けている。 

3.2. 体系的な STEM 教育の推進 

本プロジェクトでは，学校のSTEM教育，学校外

のSTEM教室，STEMの遊び場という，異なる3つの

実践場面におけるSTEM教育の教材開発，実践，普

及を実施している（図2）。これらは相互の関係性を

意識して体系的に推進されている（木村ほか，2017）。

教材開発については，製作品（モノ），指導方法（コ

ト），学習環境（バ）の3つの側面から進めており，

実践する場面に応じてその重みづけを調整している。 

 
図 2：各実践の位置づけと学びの体系 

4. 社会教育における実践 

4.1. 民間教育機関における実践 

学習塾や学童・アフタースクールといった継続的

な実践や，自治体や科学館，企業等の依頼によるイ

ベントとしての実践などの場面に応じた教材を開発

し，実践している。民間教育機関では，学校教育に

おける領域固有の学習内容を活用して，課題を創造

的に解決することに焦点をあてた。約20テーマ

（2019年9月現在）を取り扱い，製作品（モノ）と指

導方法（コト）を重視して教材を開発した。 

4.2. 遊び場における実践 

STEM QUESTスタジアムやキャラクターとのタ

イアップによる，キャラバン型教材を開発・提供し，

全国各地で実施されている。遊びの中で活動に没入

し，自分で試行錯誤することによって課題を解決で

きることに焦点をあて，そのための学習環境（バ）

を重視して教材を開発した。 

注 

1)  本図は定期的に改訂されており，本原稿では，

引用文献の図に換えて，その最新版（2019年9

月現在）を引用する。 

2)  問題の発見，問題の分析，課題の設定，課題の

解決という一連のプロセスは，教育の場面によ

っては，その一部に焦点を当てて取り組んでい

る場合もある。 
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